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１．弘前市アクションプラン２０１２の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （１）弘前市アクションプラン2012の策定 

  平成22年4月の市長選挙において、葛西憲之市長が『子

ども達の笑顔あふれる弘前づくり』に向けて掲げたマニ

フェストを実行するため、平成22年10月に「弘前市アク

ションプラン2010」を策定し、市の計画として位置付け

ました。 

社会環境の変化や多様な市民ニーズに的確に対応する

ために、戦略的かつ機動的に運用する実行計画として、

毎年度、進行状況の評価・点検を的確に実施し、その結

果を踏まえて内容を追加・修正するなど、いわば「進化・

成長する」プランとすることとしています。 

平成24年度からの取組内容等を改訂した「弘前市アク

ションプラン2012」を平成24年3月に策定しました。 

 

 （２）アクションプラン2012の構成 

アクションプラン 2012 では、マニフェストの内容を踏

まえて、次の構成により、目標や具体的な取組内容を示

しています。また、基本構想に掲載されている合併戦略

プロジェクトに係る工程表を併せて掲載することによっ

て、その実効性を高めることとしています。 

体系図 



- 2 - 

 - 2 - 

（３）アクションプランの進行管理 

このアクションプランを着実に推進するために、ＰＤＣ

Ａサイクルによるマネジメントシステムを確立し、市民と

協働で、着実な進行管理を行うこととしています。 

 

Ｐ：計画（Plan） 

アクションプランの策定は、庁内組織である「市政戦略 

会議」が中心となり、全庁的に検討を進めました。 

また、アクションプランの策定と連携して、庁内各部の 

自立的な施策の立案・実行を図るため、各部長が、毎年度 

の重点項目やその取組内容を明らかにし、市長と約束する 

「弘前市部長実行宣言」を作成し、その内容を市民に公表 

しています。 

 

Ｄ：実行（Do） 

アクションプランの実行にあたっては、市民と情報を共 

有し、協働しながら各種の取り組みを実施しています。 

 

Ｃ：評価（Check） 

施策の取組結果について、市民評価アンケート等を基に 

点検・評価します。 

評価の方法は、自己評価に加えて市民による第三者評価 

を実施し、結果を公表するなど透明性の確保に努めます。 

 

Ａ：改善（Act） 

評価の結果、市民からの意見・提案、社会環境の変化等 

を踏まえて、新たな施策の補充・見直しを行います。 

また、計画期間途中で目標を達成した場合には、より高 

い数値目標の再設定を検討します。 

これらを踏まえ、平成 25年 3月には２回目の改訂を行い、 

「アクションプラン 2013」を策定し、公表しています。 

このように、アクションプランは『進化・成長する』プ 

ランとすることを目指しています。 

ＰＤＣＡサイクルのイメージ図 
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２．自己評価の目的 

ＰＤＣＡサイクルにおける評価（Check）作業の一つとして、市

は、アクションプランに掲げた取り組みに関する達成状況を、毎

年度自己評価しています。 

評価の結果は、弘前市市民評価会議による第三者評価の結果と

合わせ、アクションプランの改訂や施策の見直しに活用します。 

 

 

３．自己評価の方法 

（１）評価対象 
弘前市アクションプラン 2012（平成 24 年 3月策定）に掲載した施策や事業に係る、平成 24 年度に実施した内容を評価対象とします。 

 
（２）評価の手順等 

アクションプランの達成状況について、市役所内において、次のとおり自己評価を実施しました。 
    

  ①「個別施策」及び「ダッシュ３」の評価方法 
    「個別施策」及び「ダッシュ３」については、【進捗率】及び【達成率】で評価しました。 

 
(A)【進捗率】は、事務事業が工程表どおりに実施されたかどうかにより、次の方法で評価をしました。 

  ⅰ 事務事業の評価 

   右表の評価区分により段階的に評価しました。 

 

 

 

ⅱ 施策全体の評価 

施策を構成する全ての事務事業の進捗率を踏まえて、施策

として工程表どおりに実施されたかどうかを右表の区分によ

り段階的に評価しました。 

 

 

 

(B)【達成率】は、アクションプランに設定する「目標」が達成されたかどうかにより、次の方法で評価をしました。 

ただし、組織の設置など、「目標」が設定されていない事業については、「－」としました。 

［市民評価会議］ 

市民評価アンケート、

自己評価結果などを

踏まえた、「市民の視

点」、「専門家の視点」

からの評価 

＜ ア ク シ ョ ン プ ラ ン 評 価 体 系 ＞ 

［市役所内部］ 

実施内容、市民評価

アンケートの結果など

をもとに目標の達成状

況等を自己評価 

［市民 6,000 世帯］ 

市政全般の評価、アク

ションプラン各施策な

どに関する項目を設定

して実施 

自己評価 市民評価 
アンケート 

第三者評価 

 区分 進捗率（事務事業の評価） 

Ａ 工程表どおり実施済み 

Ｂ  

Ｃ 遅れている 

－ 未着手 

 区分 進捗率（施策全体の評価） 

Ａ 工程表どおり実施済み 

Ｂ 概ね工程表どおり実施済み 

Ｃ 遅れている 

－ 未着手 
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ⅰ事務事業の評価 

右表の評価区分により段階的に評価しました。 

ⅱ施策全体の評価 

全ての事務事業の達成率を踏まえて、施策として「目標」

が達成されたかどうかにより、段階的に評価しました。 

②「合併戦略プロジェクト」評価方法 

  「合併戦略プロジェクト」については、アクションプランに「工程」のみを掲げており、「目標」を設定していないことから、

【進捗率】のみで評価しました。評価方法は、①「個別施策」及び「ダッシュ３」と同様としました。 

③「約束」部分の評価方法 

  「約束」全体の評価は次の項目を踏まえて定性的な評価をしました。 

・「めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）」の達成度。 

・「注目指標」の達成度。 

「注目指標」とは「めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）」の中で重要だと思われるものを３つ以内で設定したもの 

・個別施策の達成状況。 

 

４．評価経過 

時期 
項  目 

[自己評価]               [第三者評価] 
内  容 

平成 25 年 5 月 自己評価（各部課評価）  各部課による自己評価の実施 

7 月～ 
自己評価（各部課評価）の 
市長説明・協議 

 市長・副市長へ各部課から評価内容を説明し協議 

 自己評価（各部再評価）  市長・副市長との協議結果を踏まえて評価内容を修正 

7 月 17 日  第１回市民評価会議 
・委員委嘱 ・組織会 ・評価方法に関する協議 
・約束・個別施策の評価（１分野） 

8 月 9 日  第２回市民評価会議 約束・個別施策の評価（３分野） 

8 月 30 日 『自己評価報告書』策定・公表   

8 月 26 日  第３回市民評価会議 約束・個別施策の評価（３分野） 

9 月 30 日（予定）  第４回市民評価会議 約束・個別施策の評価（４分野） 

10 月 15 日（予定）  第５回市民評価会議 評価結果の取りまとめ 

11 月上旬（予定）  『第三者評価報告書』策定・公表  

区分 達成率（事務事業及び施策全体の評価） 

Ａ 目標を達成済み 

Ｂ 概ね順調に推移 

Ｃ 遅れている 

－ 判断できない 
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５．達成状況の概要 

              

（１）７つの約束 

 

① 区分別達成状況                      ② 約束別達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）個別施策（１１７＋３） 

 

① 区分別達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
進捗率 

数 
割合 

「－」を除く 

Ａ 工程表どおり実施済み 106 88.3% 

Ｂ 概ね工程表どおり実施済み 8 6.7% 

Ｃ 遅れている 6 5.0% 

－ 未着手 0  

計 120 100.0% 

 

達成率 

数 
割合 

「－」を除く 

Ａ 目標を達成済み 67 58.3% 

Ｂ 概ね順調に推移 32 27.8% 

Ｃ 遅れている 16 13.9% 

－ 判断できない 5  

計 120 100.0% 

 

区分 数 割合 
割合 

「－」を除く 

○：目標を達成済み 36 49.3% 54.5% 

×：目標を達成できない 30 41.1% 45.5% 

－：判断できない 7 9.6%  

計 73 100.0% 100.0% 

 

1 6 1 0

2-(1) 1 5 1

2-(2) 1 4 1

2-(3) 6 0 0

3-(1) 2 3 1

3-(2) 2 3 1

4-(1) 3 2 1

4-(2) 4 6 0

5 4 3 0

6 3 0 2

7 4 3 0

計 36 30 7

約束
○ 目標達成

済み
× 目標達成

できない
－ 判断できな

い
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② 約束別達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）合併戦略プロジェクト 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗率 割合 

Ａ 工程表どおり実施済み 9 81.8% 

Ｂ －   

Ｃ 遅れている 2 18.2% 

計 11 100.0% 

 

1 7 0 1 3 2 2 1

2-(1) 13 2 0 5 7 2 1

2-(2) 13 0 0 7 4 1 1

2-(3) 11 0 1 9 1 2 0

3-(1) 14 2 3 14 4 1 0

3-(2) 7 2 0 3 4 2 0

4-(1) 8 0 0 6 1 0 1

4-(2) 13 1 1 9 2 4 0

5 10 1 0 7 2 1 1

6 2 0 0 1 1 0 0

7 5 0 0 1 3 1 0

ダッシュ３ 3 0 0 2 1 0 0

計 106 8 6 67 32 16 5

約束 B 概ね順調に
推移

C 遅れている
－ 判断でき

ない

達成率

A 工程表どお
り実施済み

B 概ね工程表

どおり実施済み
C 遅れている

A 目標を達成
済み

進捗率
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６．総括 

今回の自己評価は、初の改訂版となるアクションプラン 2012 に基づく取組結果の評価となります。 

改訂によって、約束 3-(2)防災、環境・新エネルギーの新設、『めざす姿』の達成状況を表す指標の見直し、数値目標の

上方修正、個別施策の追加補充が行われるなど、評価対象である目標指標や数、目標値が変更となっています。 

 

＜めざす姿の達成状況＞ 

『めざす姿』の達成状況を表す指標においては、「目標を達成済み」が 54.5％、「目標を達成できない」が 45.5％となっ

ており、目標を達成できた項目の割合が前年度比 3.4％減と伸びていない状況となっています。 

これは、約束 2-(1)〔農業振興〕、約束 2-(2)〔観光振興〕において、東日本大震災により発生した原発事故に伴う風評被

害による落ち込みが、影響していることが要因の一つと捉えられます。 

しかしながら、この両分野においては、さまざまな戦略的取り組みの展開によって、風評被害による大きな落ち込みから

震災前の水準まで回復してきています。 

また、約束 2-(3)〔商工業振興〕では全指標において目標を達成しているほか、約束１〔市民主権の実現〕では全７項目

のうち６項目が平成２５年度の目標値に達している状況となっています。 

 

＜個別施策＞ 

進捗率は、「工程表どおり実施済み」と「概ね工程表どおり実施済み」を合わせた割合が 95％と、前年度とほぼ同じく、

ほとんどの施策・事業において工程表に沿った取り組みが実施されています。また、達成率は、「目標を達成済み」と「概

ね順調に推移」を合わせた割合が約 86％と、前年度より若干割合が高くなっており、個別施策の取り組みは全体的に概ね

順調に進んでいると判断できます。 

 

＜全体評価＞ 

各約束の全体評価は、『概ね順調に推移している』が５項目（約束 1、2-(2）、3-(1)、4-(1)、6)、『成果があらわれてい

る（あらわれ始めている）』または『（めざす姿に）着実に近づいている』が３項目（約束 2-(1)、2-(3)、7）、『遅れている』

が３項目（約束 3-(2)、4-(2)、5）となっています。また、一部の約束では『めざす姿』の実現に結びついているなど、総

合的にみると、これまでの取り組みによりアクションプランで掲げる目標の達成に向けて着実に前進しているものと考えら

れます。 

 

今回の評価によって、個別施策の達成状況が『めざす姿』の達成状況を表す指標にうまく結びついていない状況が見られ

ました。このような改善点を、現在策定中の『新しい総合計画』につなげることが重要であると考えられます。 
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約束部分の評価の見方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 23 24 25

- 14 14 14

- 10 14

- 14 14 16

- 10 14

- - -

- - -

- - 26 26

- - 26

- - 730 810

735.4 655.9 -

- - 287.5 287.5

287.5 302.9 302.9

- - 11.9 10.0

13.8 11.1 10.7

H24目標値に対する達成状況　○:目標を達成済み　×:目標を達成できない　－:判断できない

H25目標値に対する達成状況　○:目標を達成済み　－:目標を達成できない・判断できない

－

⑤
3市町村の合併をして不満である（どちらかと言えば不満＋不満）市民の
割合を、10％に減らします。（3.8％減）

市民評価
アンケート ％ 13.8 ○ －

④
定住自立圏圏域の人口10 万人当たりの医師数287.5 人の維持を目指
します。

業務取得 人 287.5 ○

③
定住自立圏圏域の観光入込客数８１０万人を目指します。（約10％
増）

業務取得 万人 735.4 － －

－

【参考】AP2013指標
定住自立圏圏域市町村をつなぐ公共交通路線数26 路線の維持を目指しま
す。

業務取得 路線 26

②
定住自立圏圏域市町村をつなぐ公共交通について、持続可能な公共交通体
系を構築するため、公共交通路線の見直しを実施します。H24計画策定後
に目標を設定

- - - －

○

【参考】AP2013指標
定住自立圏構想連携施策数　16件を目指します。

業務取得 件 0

① 定住自立圏構想連携施策数　14件を目指します。 業務取得 件 0 ○

　弘前市が津軽地域の中核的な役割を担い、近隣市町村と医療、公共交通、観光などの分野でお互いに連携・協力することにより、地
域全体の活性化が図られます。

指標名 取得方法 単位 基準値

上段：年度別目標値
下段：年度別現状値

H24目標値
に対する
達成状況

H25目標値
に対する
達成状況

めざす姿

めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）

約束６ 津軽地域の中核都市として、近隣市町村との連携強化を図ります

【注目指標】 

指標の中でも重要だと思われる「注目指標」を

３つ以内で設定し、塗りつぶしています。 

【数値の取得方法】 

「基準値」や「目標値」は「業務データ」や「市

民評価アンケート」等から取得します。 

【年度別の目標値・現状値】 

上段に年度別の「目標値」、下段に年度

別の「現状値」を記載しています。 

【H24達成率】 

目標値の達成状況を、「○：達成済み」、

「×：達成していない」、「－：判断で

きない」で表記しています。 

【H25達成率】 

目標値の達成状況を、「○：達成済み」、

「－：達成できない・判断できない」

で表記しています。 

【AP2013 指標】 

アクションプラン 2013 で変更になってい

る指標を参考として表記しています。 
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事務事業数 進捗率 達成率

2 A A

1 A C

1 A B

22 703 186,409

22年度 23年度 24年度 25年度

50 300 - -

上段：年度別概算所要額（単位：千円）／下段：年度別決算額（単位：千円）

　めざす姿の達成状況を示す指標５項目について、平成２４年度の目標値に対する達成率は、「目標を達成済み」が３項目、「判断できない」が２
項目であることから、目標達成に向けた取組みは進んでいると判断できます。
　なお、前年度に「目標を達成済み」の「中心宣言」「定住自立圏形成協定」「共生ビジョン作成」は既にその結果が出たことから、平成２４年度
の指標とはしておりません。

　次に注目指標のうち、「③定住自立圏圏域の観光入込数客数８１０万人を目指します。」は、今後の数字発表を待つことになります。「④定住自
立圏圏域の人口１０万人当たりの医師数２８７．５人の維持を目指します。」は、３０２．９人と目標を達成しております。
　
　また、個別施策の実施状況ですが、「進捗率」では、３項目全てが「工程表どおり実施済み」となっていますが、「達成率」では、３項目中１項
目が「目標を達成済み」、１項目が「概ね順調に推移」、１項目が「遅れている」となっております。
　「達成率」が遅れているものについては、様々な外的要因に影響を受ける側面を持っておりますが、これらに柔軟に対応し、成果に結びつけるよ
う取り組む必要があります。

　このような状況を総合的に勘案すると、個別施策の一部が成果に結びついていないものの、めざす姿に向けた達成状況は目標を達成しており、弘
前市が津軽地域の中核的な役割を担い、近隣市町村との連携・協力による地域全体の活性化に向けて、おおむね順調に推移しているものと考えま
す。

　今後も、定住自立圏構想における連携事業の推進に取り組むとともに、合併戦略プロジェクトの着実な実施に取り組んでまいります。

項目

【弘前市が中心となって近隣市町村と連携・協力して、行政サービス水準の維持や地域全体の活性化を図ります】

○１　定住自立圏構想の推進（中心市の宣言）
　　・地域全体の「医療サービス」の維持、向上
　　・地域全体の「公共交通」の維持、向上
　　・地域全体の「観光振興」を積極的に展開

●２　（再）北東北の中核都市として、民間企業や公的団体の弘前市への着実な立地を推進

●３　市町村合併の効果の最大化と一体感の醸成を推進（合併効果促進事業）

進捗率　A:工程表どおり実施済み　B:概ね工程表どおり　C:工程表より遅れている　-:未着手

達成率　A:目標を達成済み　B:順調に推移　C:遅れている　-:判断できない

個別施策の実施状況

約束全体の評価

「 【約束全体の評価】は次の項目を踏まえて定性的な評価を記載しています。 

・「めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）」の達成度 

・ ・「注目指標」の達成度 

・個別施策の達成状況 

・今後の方向性 など 

【年度別 概算所要額・決算額】 

上段がプランに掲載した概算所要額、下段が決算額を千

円単位で記載しています。 

【個別施策の達成率】 

各個別施策の H2４の「達成率」を、「A:目標を達成済み」、

「B:順調に推移」、「C:遅れている」、「－:判断できない」で評

価しています。 
【個別施策の進捗率】 

各個別施策の H2４の「進捗率」を、「A:工程表どおり実施済

み」、「B:概ね工程表どおり」、「C:工程表より遅れている」、「－:

未着手」で評価しています。 
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個別施策の評価の見方 
 

  

       

①施策を構成する事務事業が１つの場合 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 項目 項目 自己評価

進捗率

A

達成率

B

H22 H23 H24 H25

47.1%
H18から

57.2% 69.5%

事務事業名 (再 1,741,628) (再 1,136,862) (再 1,264,258)

今後の課題

平成24年度実施内容

目標

合併戦略プロジェクト事業進捗率（事業費ベース）(H25) 86.9%
H22：48.6%　　H23:62.9%　　H24:71.7%

決算額

合併戦略プロジェクト推進事業
　いずれの整備事業も、地域住民及び事業関係者との調整等が必要なことから、事業に対する理解を得ながら進めた
い。

6-3
市町村合併の効果の最大化と一体
感の醸成を推進（合併効果促進事
業）

　市町村合併の効果の最大化と一
体感の醸成を図るため、合併戦略プ
ロジェクト(※41)等の事業を積極的
に推進する。

　11項目18事業のうち、平成23年度までに3項目6事業が完了している。平成24年度は「相馬地区住民ふれあいセン
ター」が、平成25年３月末に供用開始となり、平成25年度は旧相馬庁舎の解体及び第2期外構工事等となる。他の事
業も、ほぼ予定どおり実施されたことから、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　目標指数（事業費ベース）は平成２４年度末７１．７％と設定しているが、実績は６９．５％と2.2％（231,050千円）及ば
なかった。しかし、平成22年度からH23年度にかけて１０．１％、平成23年度から平成24年度にかけて１２．３％と推移し
ていることから「概ね順調に推移」と評価した。

【進捗率】事務事業が H24 の工程表どおり実施されたか評価し
てします。 
Ａ:工程表どおり実施済み 
Ｂ:（なし） 
Ｃ:工程表より遅れている 
－:未着手 

【達成率】「目標標」と H24 の現状値を比較し、達成状
況を評価しています。 
Ａ:目標を達成済み 
Ｂ:概ね順調に推移 
Ｃ:遅れている 
－:判断できない 

アクションプランに掲載した
H24 概算所要額に対応する決算
額を記載しています。 

H24 の欄に「目標」の実績を
記載しています。 
検討段階等指標が取得できない
場合は「-」としています。 

【実施内容】 
［上段］はアクションプラン 2012 の工程表において、H24 で予定
していた事業内容と実際に実施した事業内容を記載しています。 

［下段］は事務事業を実施した成果や結果及び H24 の「目標」の達
成状況を記載しています。 
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 ②施策を構成する事務事業が２つ以上の場合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

22 703 186,409

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

－ 実施 実施

－ 実施 実施

今後の課題

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

－ － 100%

－ － 100%

今後の課題

平成24年度実施内容

・定住自立圏共生ビジョンに基づく
連携事業の実施（医療サービス、公
共交通、観光振興、人材育成等）

定住自立圏共生ビジョン推進事業

　平成２４年度実施事業１０件は、全て着手済みであることから「工程表どおり実施済み」と評価した。

　目標の「連携事業着手率 75%(H25)」を上回ったことから、「目標を達成済み」と評価した。

目標

連携事業着手率 75%(H25)

　四半期（３カ月）毎に事業状況を照会して施策の進行管理を行い、各施策のフォローアップを図る。

【参考】連携事業着手率 100%(H25)

平成24年度実施内容

　津軽地域の中核都市として、近隣
市町村と連携して地域の全体活性
化を図るために、弘前市を中心市と
する８市町村が連携して、次のとおり
「定住自立圏構想」を推進する。

・「中心市宣言(※37)」（弘前市）

・「定住自立圏形成協定(※38)」の
締結（弘前市と周辺市町村(※39)が
１対１で結ぶ）

・「定住自立圏共生ビジョン(※40)」
の策定（近隣市町村と協議を経て弘
前市が策定）

定住自立圏構想推進事業

　新たに４施策を追加し、構成市町村施策担当課協議、構成市町村地域圏主管部課長会議、構成市町村長会議を経
て、４施策毎の定住自立圏形成協定を締結、定住自立圏共生ビジョンを変更したことから、「工程表どおり実施済み」
と評価した。

　平成２４年１０月３日付けで４施策毎の定住自立圏形成協定を締結し、平成２４年１２月２６日、定住自立圏共生ビジョン
を変更したことから、「目標を達成済み」と評価した。

目標

定住自立圏形成協定の締結（H24.10まで）

「定住自立圏共生ビジョン」の変更(H25.2まで)

　施策担当課協議の進行を見守りながら、２件の追加を図っていきたい。追加施策については９月に議会での審議、１０
月に協定締結、１２月に共生ビジョンを変更することになる。

項目 平成24年度実施内容

6-1

定住自立圏構想(※36)の推進（中心市の宣言）
・地域全体の「医療サービス」の維持、向上
・地域全体の「公共交通」の維持、向上
・地域全体の「観光振興」を積極的に展開

　施策を構成する２事業については、いずれも、「工程表どおりに実施済み」との評価となっており、施策全体としては、
総合的に勘案して、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　施策を構成する２事業については、いずれも、「目標を達成済み」との評価となっており、施策全体としては、総合的に
勘案して、「目標を達成済み」と評価した。

決算額

【施策全体の評価】 
個別施策を構成する複数の事務事業の「進捗率」と「達成率」を参考にしなが
ら、施策の総合的な評価を記載しています。 

【今後の課題】 
「進捗率」及び「達成率」並びに施策を取り巻く
環境の変化等を踏まえた、今後の課題などについ
て記載しています。 

改訂版となる『アクションプラン 201３』
で指標を変更している場合、参考指標とし
て記載しています。 


